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第１章 計画策定の背景 

１ 計画策定の趣旨 

羽村市では、市民一人ひとりが生涯にわたって自主的・自発的に学べる環境を

整えるとともに、学んだ成果を地域課題の解決や社会貢献といった主体的な行動

として活かしていくことを目的に、平成２３年度に「羽村市生涯学習基本計画」

（計画期間：平成２４年度～平成３３年度）を策定し、学習活動を「はむらのコ

ミュニティづくりや人づくり」につなげ、豊かな人生を送ることのできる生涯学

習社会の実現を目指しています。さらに平成２４年度には「羽村市生涯学習基本

条例」を制定し、生涯学習の基本的な理念や、市、市民及び団体等の役割を明ら

かにするなど市全体で生涯学習の推進に取り組んでいるところです。 

生涯学習基本計画の前期基本計画（計画期間：平成２４年度～平成２８年度）

では、乳幼児期から高齢期までのライフステージ別に、それぞれの時期に見られ

る特徴から施策の方向を導き出し、その方向の道筋にある現状と課題を整理し、

推進施策を示しました。生涯学習基本条例や前期基本計画のもと、これまで、生

涯学習センターゆとろぎや図書館といった生涯学習関連施設などを中心として

様々な事業展開を図っており、多くの市民や団体が事業に参画するとともに、市

民同士の交流も行われています。 

しかし、兼ねてからの高度情報化や国際化、尐子高齢化など、社会構造は刻々

と変化しており、市民の価値観が多様化するとともに、より高いレベルや専門的

な学習が求められるなど、市民の学習ニーズは多様化・高度化しています。これ

らの変化や様々な課題に対応し、今後も活力ある地域社会を維持していくために

も、生涯学習に関する施策を引き続き、総合的・計画的に推進する必要がありま

す。 

後期基本計画は、生涯学習基本条例に基づき策定するものであり、平成２９年

度から平成３３年度までの５年間を計画期間としています。前期基本計画の進ち

ょくや成果を踏まえながら、生涯学習基本条例に定める基本理念の実現を目指し

ます。 

後期基本計画においては、市民一人ひとりの学習が市民自身の成果となるだけ

でなく、学習したことを地域社会に還元することにより、他の市民の学習につな

がることも重要であると考え、また、そういった市民と地域社会のつながりがま

ちづくりに寄与することから、「循環型生涯学習の推進」と「生涯学習を通したま

ちづくり」を市が目指す生涯学習の目標とします。さらに、この目標の実現に向

け、今後５年間で取り組む施策を様々な視点から掲げ、生涯学習の推進に向けて

取り組んでいきます。 
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２ 生涯学習の意義 

■ 生涯学習とは

国において、「生涯学習」は、人々が生涯の中で行うあらゆる学習、すな

わち、学校教育、家庭教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、レクリエ

ーション活動、ボランティア活動、企業内教育、趣味など様々な場や機会に

おいて行う学習の意味で用いられ、また、人々が生涯のいつでも、自由に学

習機会を選択し学ぶことができ、その成果が適切に評価される社会として

「生涯学習社会」という言葉も用いられるとしています。 

市では、平成２４年度に「羽村市生涯学習基本条例」を制定し、同条例第

３条に掲げる基本理念を踏まえ、様々な視点から必要な生涯学習施策の展開

を図ることにより「生涯学習社会の実現」を目指すこととしています。 

 

 

【生涯学習の概念図】 

学校教育に 
よる学習 

社会教育に 
よる学習 

家庭教育に 
よる学習 

個人学習に 
よる学習 

生 涯 学 習 

羽村市生涯学習基本条例第３条 基本理念 

市民一人ひとりが、乳幼児期から高齢期に至るまで、主体的にいつでもど

こでも楽しく学び、喜びや充実感をもてるようにするとともに、市、市民

及び団体等が互いに連携協力し、活力ある地域コミュニティと心豊かな安

らぎに満ちた生涯学習のまちを創造していくものとする。 
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■ 生涯学習の必要性

今日、自由時間の増大など社会の成熟化に伴い、心の豊かさや生きがいの

ための学習需要が高まっています。これらの学習需要にこたえるための生涯

学習の基盤を整備することは、学んだ市民自らの自己実現が達成されるのみ

ならず、地域社会の活性化、高齢者の社会参画や青尐年の健全育成等につな

がるなど、社会全体にとっても有意義なものとなります。 

また、高度情報化や国際化、尐子高齢化など、社会構造の変化に対応する

ため、そして地域社会における様々な課題に対応するため、市民は絶えず新

しい知識や技能の習得を求めるようになっています。このことから、市民の

必要に応じた学習活動による知識や技能の向上を支援するとともに、社会制

度の基盤である人材育成にもつながるよう、生涯学習に関連する施策を展開

していく必要があります。 
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３ 計画の位置づけ 

生涯学習基本計画は、羽村市生涯学習基本条例第６条に基づき策定すること

としています。市の総合的なまちづくりの指針である「第五次羽村市長期総合

計画」（計画期間：平成２４年度～平成３３年度）との整合を図り、幅広い生涯

学習関連施策をライフステージの観点も含めながら、学ぶ人の視点から総合的

に体系化しています。 

また、教育の振興のための施策に関する市の基本的な計画として、教育基本

法第１７条第２項に定める「教育振興基本計画」としても位置づけるとともに、

羽村市教育委員会の教育目標をはじめ、生涯学習と関連が深い各種個別計画と

の整合や連携を図っています。 

 

 

 

 

 

 

  

羽村市生涯学習基本計画 

（羽村市教育振興基本計画） 

第五次羽村市長期総合計画 

羽村市教育委員会 

教育目標 

各種個別計画 

羽村市生涯学習基本条例 

計画策定の根拠 

＜条例第６条＞ 
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４ 計画の構成と期間 

生涯学習基本計画は、生涯学習ビジョン、基本計画及び主な計画事業で構成

しています。 

 

■ 生涯学習ビジョン 

生涯学習社会の実現に向けて、基本理念や基本的な視点を示すものです。 

計画期間は、平成２４年（２０１２年）度を初年度とし、平成３３年 

（２０２１年）度を目標年度とする１０年間です。 

 

■ 基本計画 

  ・前期基本計画 

ライフステージ別に、それぞれの時期に見られる特徴から施策の方向を導

き出し、その方向の道筋にある現状と課題を整理し、推進施策を示していま

す。計画期間は平成２４年（２０１２年）度を初年度とし、平成２８年 

（２０１６年）度を目標年度とする５年間です。 

 

  ・後期基本計画 

今後５年間で市の目指す生涯学習として、「循環型生涯学習の推進」と「生

涯学習を通したまちづくり」を目標に掲げています。さらに、この目標の実

現に向け、様々な視点から基本施策を７つ挙げ、それぞれに関連する施策と

ライフステージを示しています。 

計画期間は平成２９年（２０１７年）度を初年度とし、平成３３年 

（２０２１年）度を目標年度とする５年間です。 

 

 

 

 

【５年間に取組む生涯学習施策の展開】 

  基本施策１ 家庭・地域で育てる子どもたちへの支援 

 基本施策２ 子どもたちの生きる力の育成 

 基本施策３ 生涯を通したスポーツ実践への支援 

 基本施策４ 羽村らしい芸術文化の振興 

  基本施策５ 生涯を通した読書活動の展開 

 基本施策６ 現代社会に求められる生涯学習への支援 

 基本施策７ 学習環境と支援体制の充実 

 

乳幼児期 
（0～5歳） 

少年期 
（6～15 歳） 

青年前期 
（16～22 歳） 

 

青年後期 
（23～39 歳） 

壮年期 
（40～64 歳） 

高齢期 
（65 歳～） 

＜ライフステージの年齢区分＞ 
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■ 主な計画事業 

基本計画で位置づけられた施策に基づき、第五次羽村市長期総合計画実施

計画（計画期間３年間）の計画事業を、推進施策に伴う計画事業に位置づけ、

毎年度、進捗状況を確認し、必要に応じて見直していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

生涯学習ビジョン 
          

基本計画 
          

個別事業 
          

 

 

 

  

・基本理念 
・基本的な視点 
 
【計画期間】 10 年間 H24～33 年度 

生涯 
学習 
ビジョン 

基 本 計 画 

  個  別  事  業 

  

  

  

・施策の方向 
・推進施策 
【計画期間】 5 年間 前期 H24～28 年度 

 5 年間 後期 H29～33 年度 

・推進施策に伴う個別事務事業 
 

【計画期間】 3 年間  進捗状況を確認し見直す 

生涯学習ビジョン 

前期基本計画 

３年計画を毎年見直し 

後期基本計画 
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第２章 生涯学習を取り巻く状況 

１ 羽村市の生涯学習を取り巻く状況 

前期基本計画策定以降、羽村市の生涯学習を取り巻く状況にも変化が見られ

ます。 

国では、平成２５年６月に「第２期教育振興基本計画」を策定し、改定教育

基本法の理念を踏まえ教育再生を実現するため、生涯の各段階を貫く４つの基

本的方向性を設定し、それに基づき、平成２５年度から平成２９年度までの５

年間における成果目標・指標、３０の基本施策を示しました。 

また、平成２７年１２月には、中央教育審議会が「新しい時代の教育や地方

創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策につい

て」と題し、これからの教育改革や地方創生の動向を踏まえながら、学校と地

域の連携・協働を一層推進していくための仕組みや方策について答申の中で提

言しています。 

東京都では、平成２５年４月に「東京都教育ビジョン（第３次）」を策定し、

「社会全体で子供の「知」「徳」「体」を育み、グローバル化の進展など変化の

激しい時代における、自ら学び考え行動する力や社会の発展に貢献する力を培

う」ことを基本理念とし、基本理念を実現するにあたり５つの視点を重視して

取組みの方向、主要施策を示しました。また、平成２８年４月には、より時代

に即したものとなるよう、一部改定を行いました。 

また、子どもの体力向上への取組みとしては、平成２２年度から「総合的な

子供の基礎体力向上方策」を展開しており、平成２８年１月には、これまでの

取組みの成果や課題を踏まえるとともに、東京 2020 オリンピック・パラリンピ

ック競技大会開催に向けた教育の一環として「アクティブ プラン to ２０２０」

（第３次推進計画）を策定しました。 

こうした中、市においては、生涯学習推進体制を整えるとともに、生涯学習

基本条例及び前期基本計画に基づき、様々な生涯学習施策を推進しています。 

また、各種個別計画を策定し、それぞれの分野での施策を推進しています。 

 

・ 「第二次羽村市子ども読書活動推進計画」の策定（平成 24年３月） 

子どもが自主的に読書活動を行う環境を整えるため、家庭、地域、学校、図

書館それぞれにおいて、子どもの読書活動を推進するための課題を明らかにし、

市と市民、関係機関が連携して取り組む諸方策を示しています。 

なお、第二次計画の計画期間は平成２８年度で終了するため、平成２９年度

から５か年については、「第三次羽村市子ども読書活動推進計画」に基づき取り

組みます。  
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・ 羽村市教育委員会「教育部」を「生涯学習部」に改称（平成24年４月） 

生涯学習基本計画を策定し、市全体で生涯学習施策を推進していくことを明

確にするため、教育委員会の「教育部」を「生涯学習部」に改称しました。 

 

・ 「羽村市小中一貫教育実施計画」に基づき、小中一貫教育を完全実施 

（平成 24年４月） 

羽村市における小中一貫教育は平成２３年度に施設隣接型の羽村第三中学校

区で先行実施していましたが、平成２４年度からは、施設分離型の羽村第一中

学校区と羽村第二中学校区の全中学校区で小中一貫教育が始まりました。 

 

・ 「羽村市小中一貫教育基本計画」の改定（平成 27年１月） 

平成２１年度に策定した羽村市小中一貫教育基本計画について、計画年度の

５年間が経過したため、平成２７年度から平成３１年度までを計画期間とした

改定を行い、義務教育９年間の継続した指導体制づくりを進めました。 

 

・ 「羽村市スポーツ推進計画」の策定（平成 27年３月） 

「スポーツを通した 健康づくり まちづくり」を基本理念に、スポーツに

よる健康の保持増進、体力の向上及び、スポーツ活動における市民相互のふれ

あいによるまちづくりを実現するための基本目標や具体的な施策が示されまし

た。 

 

・ 「羽村市子ども・子育て支援事業計画」の策定（平成 27年３月） 

安心して子どもを産み育てることができ、すべての子どもの健やかな育ちを

実現するためには行政や地域社会をはじめ社会全体であたたかく支え合ってい

くことが必要であるとし、６つの基本目標を柱に施策を展開しています。 

 

・ 羽村市生涯学習センターゆとろぎ開館１０周年（平成27年度） 

生涯学習センターゆとろぎは、羽村市の生涯学習の拠点となる、さまざまな

機能を持つ施設として平成１８年に開設されました。 

生涯学習センターゆとろぎでは、市民や団体が主体的に活動する場として発

表会、各種講座・学習会、創作活動、交流会など、自主・自立的な活動が展開

されています。  

また、ゆとろぎ協働事業運営市民の会が、事業を協働で企画運営する市民ボ

ランティアとして活発に活動しており、市民のニーズに応じた各種事業を提供

してきました。 
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開館１０周年を迎えた平成２７年度は、ＮＨＫの公開番組の収録をはじめ、

財団や企業と連携した演劇事業、コンサート、伝統文化交流事業など、１年を

通じて記念事業を展開し、「羽村文化」の創造に努めました。 

 

・ 「羽村市長期人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生計画」の策定 

（平成 27年９月） 

人口減尐問題の克服と地域経済の活性化を図るため、まち・ひと・しごと創

生法に基づく地方版総合戦略として策定し、若い世代をターゲットに地方創生

施策を展開していくことで、市の認知度を向上させ、定住人口を増加させるこ

とを目的としています。 

「生涯学習」については、「はむらで子育てしようプロジェクト」の中に位置

づけられており、学習環境の向上が、地域で子どもを育てる仕組みづくりにつ

ながっていくとされています。 

 

・ 市民や団体等が学んだ成果を地域や社会に還元できる仕組みの構築について

（社会教育委員の会議 提言）           （平成 28年 3月） 

市が「循環型の生涯学習」の実現を目指す上で重要となる、「還元できる仕組

み」を構築するために求められるものについて社会教育委員の会議より提言が

なされました。「コーディネーターの設置」、「市民と社会教育施設との協働の発

展」、「学習機会の提供の充実」の３つの主要項目を挙げ、社会教育委員が感じ

る現状と課題及びそれに対する必要な施策が述べられています。 

 

・ 「羽村市における東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に関

する取組基本方針」の策定             （平成 28年５月） 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、「連携・

協力による大会気運の醸成」「市民スポーツの振興及びスポーツを通じた健康づ

くりの推進」「まちの魅力の発信及び産業の活性化」「文化芸術の振興及びグロ

ーバル人材の育成」「来訪者にもやさしいまちづくりの推進」を柱とした取組基

本方針を定めました。この基本方針に基づき、東京 2020 大会に関する取組みを

推進していきます。 
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はい = 51.2% いいえ = 44.8% 

無回答 = 4.1% 

全体回答数=(518)  

61.9 

56.2 

32.1 

25.3 

19.2 

10.9 

10.2 

9.1 

5.3 

1.9 

2.6 

1.1 

0 20 40 60 80

趣味・楽しみのため 

自身の向上のため 

健康増進のため 

仕事に必要なため 

仲間作りのため 

家事に役立てるため 

ボランティアのため 

地域活動のため 

就職に生かすため 

特に理由はない 

その他 

無回答 

(%) 全体回答数=(265) 

２ 平成 27年度羽村市市政世論調査 

市では、市民の皆さまのご意見や多様なニーズを把握するため、平成２７年度

（２０１５年）に市政世論調査を実施し、生涯学習に関する調査の結果は、次の

とおりとなりました。 

①「学び」に関する活動の実施

この１年間に「学び」に関する活動を行った人は５１.２％と半数強を占めて

います。 

 

※集計は小数点以下第２位を四捨五入しているため、回答比率の合計は 100％になりません。 

性別にみると、「学び」に関する活動を行った人は、男性４６.５％に対し、

女性５４.０％とやや多くなっています。性・年代別にみると、「学び」に関す

る活動を行った人の中で、男性３０歳代及び７０歳以上については４０％強に

とどまり、やや尐なくなっています。 

②「学び」を行う目的

「学び」に関する活動を行った人の目的をみると、「趣味・楽しみのため」 

（６１.９％）と「自身の向上のため」（５６.２％）の２つが多くなっており、

以下、「健康増進のため」（３２.１％）と「仕事に必要なため」（２５.３％）が

つづいています。 

※２つ以上の回答を要する質問のため、回答比率の合計は 100％を超えます。 
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30.9  

26.0  

24.5  

17.7  

14.3  

13.2  

12.8  

12.8  

11.7  

10.6  

10.6  

9.4  

9.1  

8.3  

6.8  

6.0  

6.0  

5.3  

4.5  

4.5  

2.3  

4.5  

1.9  

0 10 20 30 40

スポーツ 

文学・読書 

健康・食育 

音楽・映像 

絵画・映像 

パソコン 

語学 

資格取得 

地域活動 

ボランティア 

福祉 

自然・環境 

職業技能 

歴史・風俗 

子育て 

社会 

経済 

消費生活 

人権・道徳 

法律 

国際関係 

その他 

無回答 

(%) 

③「学び」の分野 

「学び」に関する活動を行った人の分野をみると、「スポーツ」（３０.９％）、

「文学・読書」（２６.０％）、「健康・食育」（２４.５％）の３つが２０％以上

でやや多くなっていますが、全体的には多岐にわたる分野の「学び」に関する

活動が行われています。 

 

全体回答数=(265) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２つ以上の回答を要する質問のため、回答比率の合計は 100％を超えます。 
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61.6 

37.5 

23.3 

13.8 

11.6 

6.5 

4.7 

6.0  

0.4 

8.6 

0 20 40 60 80

趣味・楽しみのため 

スポーツ・健康増進のため 

資格取得などのため 

仲間作りのっため 

ボランティア活動のため 

地域活動のため 

特に理由はない 

わからない 

その他 

無回答 

全体回答数=(232) 

(%) 

50.4 

24.6 

20.3 

16.8 

14.7 

14.2 

9.1 

8.2 

1.3 

0.9 

3.4 

3.4 

0 20 40 60

時間的なゆとりがなかったから 

動機・熱意が不足していたから 

経済的なゆとりがなかったから 

必要がなかったから 

身近な活動機会がなかったから 

必要な情報がなかったから 

身近な活動仲間がいなかったから 

身近な活動場所がなかったから 

成果を活用する場がなかったから 

家族や職場の理解がなかったから 

その他 

無回答 

(%) 

④これからの「学び」に取り組むための目的 

この１年間に「学び」に関する活動を行ったことがない人の「学び」に取り

組む場合の目的をみると、「趣味・楽しみのため」をあげる人が６１.６％と多

数を占めています。ついで、「スポーツ・健康増進のため」（３７.５％）、「資格

取得などのため」（２３.３％）がつづいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２つ以上の回答を要する質問のため、回答比率の合計は 100％を超えます。 

⑤「学び」に取り組まなかった理由 

この１年間に「学び」に関する活動を行ったことがない人でその理由をみる

と、「時間的なゆとりがなかったから」が５０.４％と半数を占め、ついで、「動

機・熱意が不足していたから」（２４.６％）と「経済的なゆとりがなかったか

ら」（２０.３％）が２０％台でつづいています。 

全体回答数＝(232) 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２つ以上の回答を要する質問のため、回答比率の合計は 100％を超えます。 
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３ 前期基本計画の点検・評価及び成果 

前期基本計画で示す「推進施策」に伴う主な計画事業については、実施計画

（計画期間３年間）を策定し、毎年度、事業の進行管理を実施しており、進ち

ょく状況に合わせ、各事業に掲げる目標値の見直しなどを行ってきました。 

計画の進行管理にあたっては、庁内組織として「羽村市生涯学習推進委員会」

を設置するとともに、第三者及び連携・協力者の視点から点検・評価を行う「羽

村市生涯学習基本計画推進懇談会」とも連携するなど、あらゆる視点から意見

をいただいてきました。平成２７年度の実施計画においては、７７０の事業を

掲げ、各事業の目標値に対する実施結果は達成率８０％以上の事業が約９割と

なり、前期基本計画でのライフステージ別の各施策については、それぞれ成果

を挙げているものです。 

乳幼児期については、基本的な生活習慣が身につくよう、また、心身の発達

を促すよう支援し、保護者に対しては、安心して育児ができるよう、相談事業

や子育てに関する情報の提供等支援をしました。また、家庭だけでなく地域・

社会で子育てを支援できるよう様々な計画事業に取り組みました。 

尐年期については、学力が身につき、豊かな心が育ち、健康な身体の成長が

できるよう支援しました。また、多様なニーズに対応した教育を推進するとと

もに、地域社会で学ぶ機会を充実し、併せて健やかな成長を支える環境の充実

に取り組みました。 

青年前期については、社会に巣立つための基礎作りを支援するとともに、地

域との関わりが希薄にならないよう、ふるさと意識が深まるよう取り組みまし

た。また、青年後期については、家庭でも社会でも中心となって心身ともに健

康に活動できるよう支援するとともに、多様なライフスタイルから自らの生き

方を選択し、生涯を通じたキャリアアップができるよう支援しました。 

壮年期については、社会経験を積んだ上でより充実した社会生活が送れるよ

う支援し、また、新たな生活ステージを視野に入れた生きがいづくりと地域活

動への参画を支援しました。 

高齢期については、健康で生きがいのある生活ができるよう支援するととも

に、交通安全、人権、消費者問題などの社会的な課題に対応できるよう学習の

機会を提供し、また、これまでの人生で培った豊富な知識や経験・技能を地域

社会で還元できるよう支援しました。 
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第３章 生涯学習ビジョン 

 

生涯学習社会の実現に向けて、基本理念や基本的な視点を示すものです。 

計画期間は、平成２４年（２０１２年）度を初年度とし、平成３３年（２０２１

年）度を目標年度とする１０年間とします。 

 

１ 基本理念 

市民一人ひとりが生涯にわたって自主的・自発的に行うことを基本とした学

習活動を通じて人格を磨くとともに、その過程を通じて人と人がつながり、学

んだ成果を地域や社会に還元し、豊かな人生を送ることのできる生涯学習社会

の実現を目指し、生涯学習推進のための基本理念を次のように定めます。 

 

 

 

・生涯にわたって、市民や団体等がいつでもどこでも主体的に楽しく学習するこ

とができ、喜びや充実感を持てるようにします。 

 

 

・地域で活動する市民や団体等が互いに連携・協力し、学び支え合う中で、人と

人とのつながりが深まり、豊かな人間性や活力ある地域コミュニティが育まれ

るようにします。 

 

 

・学んだ成果が人や社会のために活かされるとともに、次世代へと循環し、活力

と創造性にあふれ、心豊かな安らぎに満ちたまちづくりにつながるようにしま

す。  

楽しく学び つながり 活かす 生涯学習 

楽しく学び 

つながり 

活かす 



第 1部    後期基本計画策定にあたって 

第３章    生涯学習ビジョン 

17 

２ 基本的な視点 

基本理念を踏まえ、人生のライフサイクルを乳幼児期、尐年期、青年前期、

青年後期、壮年期、高齢期の６つのステージに区分し、各時期における必要な

学習内容などを考えながら、次の３つの基本的な視点から必要な施策の展開を

図ります。 

 

 

 

変化の激しい社会に対応できる「自立した一人の人間として力強く生き

ていくための総合的な力」を身につけることが求められています。 

多様な体験を伴った、様々な学習活動の中で、成長と安心を育みます。 

成長 と 安心 を育む 

社会の要請 

生涯にわたる学習活動は、自己の喜びや満足感を充たし、生きがいづく

りにもなっていくとともに、その成果を地域や社会で活かしていくことで、

にぎわいや活力の創造にもつながっていきます。 

知識や技術を習得する活動や向上させる活動、また、その成果を活かす

中で、生きがいや地域の活力を育みます。 

生きがい と 活力 を育む 

個人の要望 

学習した成果を自分自身のため、また、人や社会のために活かすことで、

より大きな喜びと充実感を得ることができます。 

人と人との関わりの中で、ふれあいやつながりが生まれ、さらに、市民

や団体等が互いに連携・協力していくことで、様々な知識や技術が共有さ

れ、継承されていきます。豊かな人間性を身につけ地域の絆が深まるよう、

学び合い、活かし合い、支え合いを育みます。 

 

学び合い、活かし合い、支え合い を育む 

連携・協力 


